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 オプション科目について 
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1．オプション科目とは 

経理・財務スキル検定（FASS）は、これまで「経理・財務サービス・スキルス

タンダード」のうち、「定型業務として標準化された業務」を出題範囲として

試験しておりますが、さらに、受験者は、上記 4 分野に回答後、任意で「オプ

ション科目」を無料にて受験することができます。 

この「オプション科目」をスタート以来、「全社統制・IT 統制分野」の試験を

実施してまいりましたが、2014 年度上期を以て終了し、2014 年度下期（11 月

～1 月）より「英語版 FASS」を新たにスタートしました。 

 

2．「英語版 FASS」とは 

いまやビジネスを行う上で英語によるコミュニケーション力は必須となって

おります。 

そこで、経理・財務業務における英語による表現を確認し身に付ける機会とし

てオプション科目「英語版 FASS」をスタート致しました。 

「英語版 FASS」は、「経理・財務スキル検定（FASS）」に出題された試験問題

より選ばれた 30 問が「英語」に翻訳されて出題されます。 

試験時間は 30 分で、試験結果は正答率及び正答率に応じた三段階のレベルが

コメントと共に表示されます。 

以下の様な試験問題が出題されます。 

（Question） 

Which one of the following properly describes operating margin? 

a） It is an indicator for determining the extent to which 

operating income (i.e., the outcome of management 

activities) is generated by total assets used in 

management activities. 

b） It is an indicator for determining how much operating 

income (equal to sales, which are the company's primary 
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operating activities, minus expenses, etc.) remains. 

c） It is an indicator for determining how much profit is 

generated relative to the company's assets. 

d） It is an indicator for determining how much profit is 

generated by the invested capital from investors' 

standpoint. 

（Answer）b 

 

3．「英語版 FASS」導入に至るまで 

2012 年11 月～2013 年1 月にかけて、英語版の経理・財務スキル検定（FASS）

の実現可能性を検証・分析するため、パイロット版の試験問題による「実証テ

スト」を実施致しました。 

＜実施概要＞ 

01）実施方針 

経理・財務スタッフが業務上、必要となる英語力（スキル）を適切に測定する

ことを目的としているため、そもそもの経理業務に関する知識やスキルレベル

に影響を受けない様な試験プログラムとすべく以下の要件にて「実証テスト」

を実施した。 

 現在実施している「FASS 検定試験問題」より 30 問を選定し、「日本語

版試験」「英語版試験」を整備 

 「日本語版」「英語版」の順番で、それぞれ 30 分の制限時間で連続し

て受験  

02）実施結果 

（実施期間）2012 年 11 月 19 日～2013 年 1 月 31 日 

（実施形式）IBT 方式（Internet Based Testing） 

（参加会社数）22 社 
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（有効受験者数）254 名 

（平均点）日本語版：25.6 点／英語版：19.3 点 ※各 30 点満点 

 

03）検証結果の要点 

 日本語版試験では 7 割以上（21 点以上）正答した受験者が 90%以上であっ

たが、英語版試験では 50%を割った。 

 受験者属性との関連性では、特に「役職」及び「経理・財務業務経験年数」

と日・英それぞれのスコアとの相関性があるといえる。 

 経理・財務系資格取得者との関連性では、公認会計士/米国公認会計士/MBA/

証券アナリストの資格保持者が日・英とも比較的高い正答率を示してい

る。 

 英語系資格試験との関連では、最も受験経験者数が多かった試験が「TOEIC」

であり全受験者の 75%強を占めているが、725 点以下のスコア保持の受

験者で日本語試験及び英語版試験にわたり同レベルの成績維持が出来た

受験者は 30%を割っている。 

 

“英語版 FASS 検定 「実証テスト」検証結果報告”はこちらからダウンロード

することができます。 

http://www.cfo.jp/fass/english/index.html 

 


